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本書の企画を頂いた際に，読者対象を放射線科の初学者のみならず，

初期研修医や小児科医，コメディカルの方々にもおいてほしい（わかり

やすく）ということでしたが，一般放射線診断医にも “いまさら人に聞

けない ” ことを知るうえでニーズがあるんですよと伺い納得しました．

それなら，この領域の専門の先生より，実際に総合病院で隣の研修医に

小児画像を教えている先生に執筆してもらおうと考えました．おそら

く，わかりやすいように多少デフォルメしたり盛ったりしながら教えて

いるのだろうと思ったのです．ご執筆の先生方には，“ 最新の知識や文

献の引用は必要ありません．厳密には多少間違っていても理解しやすい

ように説明するように心がけてほしい ”と伝えています．ですから，小

児診療に明るい先生からみれば “ これって本当？” という内容があるか

もしれませんが，すべては理解に役立つことを優先して説明してもらっ

ていますので，その点はご理解ください．

Question の選考に関しては，この内容で書いてほしいということは

せず，ご執筆の先生方それぞれにQ案を出していただいて，それを執

筆していただくように配慮しています．実際，出来上がった項目によっ

ては多少難しいものもありますが，大事なことは多少難しくてもとりあ

げることとしました．

最後に，このようなわかりにくい指示にもかかわらず真摯に執筆に向

き合っていただいた先生方には大変感謝申し上げます．
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